
-『
か
ら
え
除
去
年
十
こ
用
主
で
、
著
者
が
県
小
佐
勤
窃
二
宍
日
そ
の
地
で
自
担
し
た。

子
佐
六
郎
包
刷
-
m
相
究

一

カ
ツ
ヲ
J
プ
ヤ
密
島
情
趣

逼
帽
左
京
去
・吉
之
一
け
‘
定
番
凪
遭
に
車
し
、
芳
明
五
年
三
十
石
を
増
レ
、
-

司
巾
の
日
更
で
あ
る
。

~
に
誌
相
官
昌
典
日
担
と
も
名
づ
一
内
遊
士
邑
成
の
氾
知
の
内
三
百
石
を
胞
は
っ
た
が
、

一
地
・
宇
左
衛
門
。
荊
右
衛
門
冒
頭
の
義
子
と
し
て
貸

一
寛
政
三
年
授
銀
事
件
に
よ
っ
て
錫
屋
に
控
容
せ
ら
亘

け
る
。

一
文
化
十
年
四
月
七
日
ま
た
自
殺
し
て
断
縦
し
た
。

一
永
三
年
也
知
二
百
石
ψ
一変
け
、
制
外
に
列

L
、
袋
小

一
れ
‘
七
月
朔
日
七
十
四
議
官
以
て
獄
死
し
た
。
三

一

カ
ヅ
ラ
マ
キ
マ
サ
オ
キ
ユ
ウ
テ
イ
デ
ン
萄
巻
昌

一

カ
ツ
ラ
マ
ザ
ナ
ホ
桂
正
直

抗

山
首
磁
の
次
子
、

時
-
御
使
帯
々
。軒
、
従
娃
元
年
ご
百
十
個
青
加
へ
、
途

一

カ
ト
ウ
ク
ニ
サ
ト

加
藤
都
自
主

活

m奥
三
宮
間

由
同
有
碩
徳
一

加
。
ロ
旧
O
M
刷
出
。
怨
初
に
波
文
を

一
泊
都
荒
吉
郎
、
初
協
同
川
直
天
保
十
一
年
十

一
月
九
日

-
に
御
町
内
題
以
に
日中り
、
出H
M
U
イ
二
年
限
閉
し
て
和
苅一

宗
友
衛
門
。
宗
兵
衛
露
況
か
ら
六
代
o
政
三
一

nr円、

以
て
そ
の
仰
を
把
し
、
次
に
宵
耐
の
作
っ
た
前川
駄
を

一
生
ま
れ
、
出
抑
的
石
m
語
版
=
一郎
の
家
や
耐
ぎ
、
明
倫川町

一
と
奴
し
、
川
和
束
何
十
J
t
一
一月
六
日
七
十
七
山
田
キ
-以
て

一
大
小
将
組
に
邸
し
た
が
、
明
和
六
年
四
且
十

一
円
附

故
也
、
叉
竹
旧
忠
町
田
の
送
お
有
制
論
能
州
の
話
、
背

一…削世帯
と

な

っ

た

。

来

三

郎

前

に

出

品

凶

の

士

と

交

り

‘

放

し

た

。

一

鵡

十

兵

衛

と

同

時

殺

筈
L
、
知
行
を
沼
放
さ
れ
た
。

地
崎
市
叶
の
南
町
ぬ
宵
刷
死
満
中
の
間
等
が
附
政
せ
ら
れ
て
好
ん
で
時
邸
中
い談
じ
た
o
時
に
同
家
多
出
、
内
外
の
一

カ
ツ
ヲ
ノ
プ
ヤ
ス

勝
尾
信
庭
迦
梅
吉
左
術
門
・

一

カ
ト
ウ
ゲ
ン
コ
ウ
加
藤
玄
好

御

館

仰
と
し
て

て
日
る
。

三

形

勢

漸

〈
切
迫
し
た
か
ら
、
滞
は
去
三
郎
に
命
じ
、

一
宇
左
衛
門
。
経
世
入
忠
左
衛
門
府
信
の
也
知
四
百
石
そ

一
十
人
扶
持
宇
一受
け
、
事
保
八
年
明
日
。
子
吃
取
そ
の
迫

力
ヅ
ラ
マ
キ
マ
ザ
ト
シ

警
官
昌
俊

幼
名
陳
十

で
江
戸
に
往
き
て
塁
'm
t
に
限
び
‘
傍
ら
形
拍
手
-似
掛川

一
段
ぎ
、
安
永
六
年
表
小
将
か
ら
次
第
に
界
泌
し、

主
跡
を
削
盟
主
戸
、
、
十
況
年
新
知
一白
沢
十
石
主
存
、
受
祷
・

郎
、
後
詰

一
郎
・
隼
人
。
近
江
の
入
、
元
大
野
木
氏
。
亡
報
告
せ
し
め
た
。
院
に
し
て
文
久
三
年
安
三
郎
は
郷

一
利
=
一年
一
一
一
白
石
、
文
化
七
年
五
百
石
青
加
へ
て
人
持

一
正
抽
出
好
位
・邦
安
方
定
相
綴
い
だ
。

幼
時
父
主
計
介
に
別
れ
、
母
と
共
に
外
相
投
見
新
右
で
に
問
。
、
小
川
幸
三
容
と
共
に
勤
正
売
陥

へ
た
が
、

一
組
に
却
し
、
文
政
十
二
年
限
目
し
て
好
山
と
鋭
し
、

一

カ
ト
ウ
コ
ウ
加
藤
恒
字
は
久
也
、
松
鳴
と
視

術
門
に
従
う
て
越
前
に
従
り
、
母
の
再
臨
に
仲
け
は
れ

て
克
治
元
年
七
月
前
旧
阿
国
棋
の
退
京
し
た
際
、
訟
に
お

一
料
二
百
石
そ
食
み
、
天
保
三
年
十
月
十
七
日
夜
し
た
。一

し
た
。
父
を
政
房
と
い
ひ
、
滞
問
中
敬
授
品
開
侍
約
で
あ

て
部
容
十
右
衛
門
の
養
子
と
な
り
、
次
い
で
家
を
袈
て
訟
に
赴
い
て
恥
情
そ
探
り
、
邸
路
府
中
に
於
い
て
・紘

一
七
十
説

。

一

っ

た

。

恒

夙

に
明
倫
堂
に
入
b
て
誕
を
修
め
、
次
い

い
だ
o
十
六
歳
の
時
前
田
利
長
に
守
山
に
仕
へ
て
百
三
廷
の
昆
に
舗
へ
ら
れ
、
そ
の
家
に
倒
せ
ら
れ
た
る
後
、
一

カ
ツ
ヲ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン

勝
尾
宇
左
衛
門

交
は

一
で
そ
の
訓
導
と
な
b
、
明
治
元
年
新
た
に
傑
そ
紛
う

抗
十
石
を
賜
は
ふ
り
、
文
政
二
年
及
び
附
嵐
長
四
年
に
各
で
十
且
公
車
場
に
出
品
剣
の
刑
世
宣
告
せ
・ら
れ
た
。
明
治

一
将
多
陪
断
左
衛
門
と
い
ひ
、
泌
州
掛
川
引
の
住
人
で
あ
一
て
遊
円
?
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
恒
乃
ち
長
附
に
赴
き
、

叉

二
百
石
を
加
喝
し
、
大山
明
寺
の
役
に
従
軍
し
て
二
百

て
苅
年
三
月
大
教
に
よ
っ
て
そ
の
非
常
敬
さ
れ
た
が
・

一
っ
た
。
牢
左
衛
門
初
め
絹
拡
伊
抽
出
守
に
付
へ
、
そ
の
一
東
上
し
て
昌
平
袈
に
阿
る
こ
と
三
年
、
締
り
て
悦
子

石
を
加

へ
、
型
年
七
且
叉
況
百
石
を
噌
し
、
合
計
千
士
二
年
本
多
政
均
暗
殺
臨
件
と
交
渉
が
あ
っ
た
錦
、
東

一
命
に
よ
っ
て
肪
尾
氏
に
改
め
、
天
正
十
八
年
前

m利
一
前
回
利
嗣
の
俳
と
な
り
、
能
く
も
な
く
肥
筑
隊
問
の

二
百
武
十
石
と
な
っ
た
。
昌
俊
大
坂
前
役
に
従
沼
し
て
京
に
逃
れ
て
姓
告
を
桜
正
直
と
殴
め
、
四
年
六
月
士

一
長
に
仕
へ
て
二
百
十
個
荷
額
L
、
御
脂
廻
に
班
し
た
。

-mに
雌
滋
し
、
明日開酬
の
後
加
で
ら
れ
て
少
昭
に
任
せ

て
使
番
と
な
り
、
後
役
に
は
矢
庇
一
一
令
所
を
受
け
た

二
絡
を
復
せ
ら
れ
た

o
w来
憾
胸
不
也
、
大
正
元
年
十

一
腿
安
四
年
間
目
。
子
孫

mk滞
に
仕
へ
る
。

一
ら
れ
、
大
図
に
泌
み
、
思
務
総
長
に
補
せ
ら
れ
た
。

が
地
ん
で
合
柏
し
、
功
に
よ
り
て

2
2加
増
せ

7
一
月
六
日
七
十
四
践
を
以
て
裂
し
た
。

一

カ
ト

3
3
加
藤
釆
女

長
氏
の
家
版
。
竺
八
芯
を
他
め
、
室

主

皆

川
川
に
聞
き
、
飢

ら
れ
、
寛
永
八
年
再
び
前
功
に
闘
っ
て
こ
千
ご
百
五

一

カ
ツ
ヲ
ウ
ヂ

勝
尾
氏

的
保
限
附
。
防
協
永
次

7
兵
術
の
子
。
級
副
役
。
寛
永
十
九
年
+
で
君
辿
州
制
に
諒

一
術
館
と
脱
し
た
が
、
十
二
年
之
を
鎖

L
.
同
年
十
相
川

十
石
を
加
賜
せ
ら
れ
‘
計
四
千
石
を
受
け
、
小
勝
郎
・
亡
沼
酬
明
文
治
は
、
勝
木
娘
一中
永
光
が
多
病
家
梁
に
従
は

一
軒
そ
呈
し
て
剃
笠
し
、
{
尽
附
泉
谷
に
限
刷
出
し
て
訟
安

一
一脈曾
総
長
と
な
り
‘
持
い
で
能
楽
榔
長
・
金
仰
以
民

臨
港
行
に
然
温
L
、
人
持
組
に
除
ふ
り
、
十
六
年
一
た

で
ざ
る
を
以
て
そ
の
奨
系
そ
綴
い
だ
。
天
明
凶
年
加
賀

一
と
紋
し
た
。
後
科
び
召
さ
れ
て
邸
り
、
E
保
四
年
正

一
に
判
じ
、
共
に
治
相
制
が
あ
っ
た
。

十
四
年
前
刷
家
に

び
退
老
し
た
の
を
、
前
田
光
高
復
陣
中
げ
て
白
山
城
の

一…閉
山
の
御
細
工
者
に
列
L
、
益
子
獄
=
一郎
後
勘
兵
術
永

一
且
二
百
石
を
加
へ
て
六
百
石
脅
領
し
、
明
円
二
年
九

一
入
っ
て
家
扶
と
鈎
り
、
後
家
令
に
泌
み
.
二
十
二
年

守
将
と
し
、
正
保
元
年力

ツ

l
カ
ト

一
七
九


